
平成１８年度高津老人福祉・地域交流センターの管理運営に対する評価について

１　指定管理者

(1)　指定管理者 社会福祉法人川崎市高津区社会福祉協議会（川崎市高津区１－６－１０）

(2)　指定期間 平成１８年６月１日　～　平成２１年３月３１日

(3)　業務の範囲 ・老人福祉センター事業
  利用証の発行、教養講座・レクリエーション等の実施及び場の提供、健康相談・生
  活相談事業、機能回復訓練事業、入浴事業
・地域交流センター事業
　施設及び設備の貸出し業務、地域交流の場の提供、地域交流事業
・施設等の維持管理に関する業務

２　管理運営（事業執行）に対する評価

評価項目 平成１８年度管理運営の状況 評価及び指導
(1)　管理業務の実施状況

①管理運営の基本的事
項

ア　老人福祉センター事業
　高齢者が地域で健康に生活できるよう、
地域の介護予防の拠点となることを目指
し、転倒予防教室等の健康増進事業を積
極的に実施した。また、地域高齢者のニー
ズを把握し、センターの設備を生かした講
座、行事、健康増進事業を実施した。
イ　地域交流センター事業
　近隣の地区社会福祉協議会・町内会・自
治会との連携や世代間交流を通して、地域
の拠点となり、安心して生活できるまちづく
りに貢献できるよう努めた。

老人福祉センター事業について、
地域高齢者のニーズに合わせた
事業を実施していることは評価で
きる。今後とも、健康増進事業や
地域交流事業の充実を図り、セン
ターの機能を生かしていくことを
望む。

②安全管理への取り組
み

防火管理者、公衆浴場管理者、看護師を
配置し、安全管理に努めた。入館時の確認
とともに定期巡回を実施し、不審者の入館
等のないよう管理した。また、施設の危険
箇所の早期発見と速やかな補修修繕に努
めた。消防に関しては、消防計画の作成、
避難経路の掲示、定期的な避難訓練を
行った。

概ね適切な安全管理がなされて
いる。今後とも、利用者の安全の
確保に努めることを望む。

③運営に関する業務 ア　老人福祉センター事業
　講座は初心者を対象とし、地域の高齢者
が気軽に参加できるよう努めた。行事、機
能回復訓練事業については、センターが地
域の介護予防の拠点施設となるような事業
を推進した。入浴事業は、事前に必ず看護
師等の体調チェックを行い、事故防止に努
めた。
イ　地域交流センター事業
　他の機関への周知、機関紙による広報を
実施した。地域交流事業は、地域へのセン
ターの存在と貸室のPRとなるような事業を
開催し、今後の貸室業務の拡充を図った。

入浴事業について、事前に必ず
健康チェックを行っている点は評
価できる。地域交流事業について
は、センターの特徴となる事業で
あるので、積極的な実施に努める
ことを期待する。また、貸室の利
用率については、計画に満たな
かった状況もあり、利用率の向上
と魅力ある施設運営を期待する。
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評価項目 平成１８年度管理運営の状況 評価及び指導
(2)　利用状況

①利用状況 老人福祉センター、地域交流セン
ターともにＰＲを工夫し、利用者数
の増加に努めるよう指導してい
く。また、利用者に継続して来館し
てもらえるような魅力ある施設づく
りを期待する。

老人福祉センター団体利用者数 ４，１７７人
老人福祉センター個人利用者数 ９，４４７人
老人福祉センター合計利用者数 １３，６２４人
入浴者数 ３，８３７人
各種相談件数 ９３件
地域交流センター利用者数 ２，４６２人

②講座・行事・機能回復
訓練・地域交流事業の
実施状況

今後も、より一層の内容の充実を
図り、センターの機能を最大限に
生かしていくよう指導していく。

講座実施回数 ７２回
講座参加人数 １，０８０人
行事実施回数 ８回
機能回復訓練実施回数 １１回
地域交流事業実施回数 ８回

(3)　収支状況
①　収支状況 委託料の範囲内で、適切な執行

がなされたことは評価できる。地
域交流事業については、効果的
な実施を望む。収入については、
計画額に達しなかったため、貸室
の利用率の向上に努めるよう指
導していく。

収入金額 ４１，３０２，２９２円
指定管理委託料 ４０，７０１，１２２円

その他収入 ６０１，１７０円

支出金額 ３８，６４７，０４１円

　 人件費 ２７，１３１，８３７円

事務費 ９，２５５，１１５円

事業費 １，２５４，３７４円
地域交流事業費 ５２６，０８２円
消費税 ４７９，６３３円

収支差額 ２，６５５，２５１円

(4)　その他
①　利用者からの意見・ 「川崎市高津区社会福祉協議会苦情解決

実施要綱」により、苦情等の受付体制を確
保した。また、要望箱を設置し、利用者から
の意見に対しては、職員会議で協議・検討
し、職員が共通認識を持ち、その対応に努
めた。

意見・要望等の受付体制は整って
いる。要望箱の設置は、評価でき
る。今後も、利用者のニーズを把
握し、運営への反映を図ることを
望む。

要望等への対応

② 個人情報の保護 川崎市社会福祉協議会個人情報保護規定
に基づき、利用者の個人情報保護に努め
た。利用証の発行の際には、利用者に理解
を求め、保護に努めた。また、講座や事業
等で作成する名簿は、センター外に持ち出
さないこととし、個人情報が識別された印刷
物は、シュレッダーにより処分した。

個人情報保護の重要性を十分認
識しており評価できる。今後も、全
職員の認識を高め、個人情報保
護の徹底を図ることを望む。

３　管理運営（事業執行）に対する全体的な評価

平成１８年６月に新規開設したが、センターが広く市民に利用されているとは言い難い。老人福祉センター
事業については、地域高齢者のニーズの把握に努め、利用者の増加を図るとともに、地域の介護予防の拠
点となることを目指してほしい。地域交流センター事業については、市民相互の交流の場の提供を目的とし
ているが、初年度ということもあり、貸室の利用率が目標に達しなかった。今後は、センターの機能を最大
限に活用し、センターの目的を達成するよう努力されたい。

４　来年度の管理運営（事業執行）に対する指導事項等

・今後とも高齢者の心身に配慮しながら、一層のサービス向上に努めること。
・センターのＰＲを強化するとともに、利用者に魅力ある事業展開を図り、利用者の増加及び貸室の利用率
の向上を図ること。
・地域交流事業については、事業の目的に沿って、事業計画に基づいた事業を行い、市民相互の交流の促
進を図ること。
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